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 ブラックホール（BH）連星は、地上では再現できない BH 周囲の強重力場の物理を理
解するための貴重な観測対象である。本研究は、X 線強度が比較的大きいときに見られ
る「high/soft 状態」と、X 線強度が小さい時期に見られる「low/hard 状態」に着目
し、BH 近傍の降着円盤の構造と、円盤外縁部から噴き出す円盤風の性質を明らかにす
ることを目的としたものである。このために、銀河系内の BH 連星 H 1743–322 と MAXI 
J1305–704 の X 線観測を実施した。 












 MAXI J1305–704 は、2012 年 4 月に全天 X 線監視装置 MAXI で発見された BH 連星
である。同年 7 月に、low/hard 状態において「すざく」を用いた詳細観測を行った。
その光度曲線を解析した結果、軟 X 線強度が周期的に急減する吸収ディップと呼ばれ
る現象が約 9.7 時間間隔で起こっていることを発見した。これは MAXI J1305–704 の軌
道周期に対応すると考えられる。ディップを除いた時間平均のスペクトルは、円盤か
らの X 線放射を種光子とするコンプトン散乱モデルでよく表された。標準円盤の内縁
半径は、Swift 衛星による high/soft 状態の観測から得られた値より大きいことがわ







 これら 2 天体のスペクトル解析の結果から、low/hard 状態では標準円盤が最内縁安
定円軌道まで達しておらず、BH 近傍では放射冷却が非効率な高温の降着流に変化して
いることが示された。さらに、MAXI J1305–704 の観測から、電離吸収体が high/soft 




（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
 本申請論文は、X 線衛星「すざく」と Swift 衛星で得られた過去最高の質のブラッ




志達氏は、世界最高感度の全天 X 線監視装置 MAXI のミッションチームに主要メン
バーとして参加し、BH 連星の光度変動を自ら常時監視することで、この困難を解決し
た。MAXI の速報に基づいて、上記 2 天体を増光中に「すざく」で観測することに
よって、各天体について過去最高精度の X 線データを取得することに成功している。
このデータから導き出された結果が本申請論文の中核をなしている。 











 過去の X 線分光観測から、high/soft 状態では一様に広がった円盤風を起源とする
電離吸収線がよく見られるが、low/hard 状態ではほとんど検出されないことがわかっ
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